
環境経営レポート

会社概要

ＥＡ２１取組

2.1　主な製品

2.2　主な取組

2022 年５月２７日発行

対象期間： 2022 年５月～２０２３年４月

わが社の取組み

書類番号:210520-01-12

経理・総務部門

(社長室)　統括部門 環境管理責任者

CO2
排出削減

生産性
向上

環境ロス
削減

2．

営業部門 業務部門 製造部門 品質保証部門

　　　　　　　　 登録範囲：飯能工場 (工場及び倉庫・駐車場)

(8)組織図　　 下記

環境経営責任者 (社長)

(6)連絡先　　　 電話：042-980-7005　Ｅ-Mail：ikegami@makoto-keiki.co.jp

                 Fax：042-980-7006　環境管理責任者：池上浩司

(7)認証・登録  登録日：２００６年３月８日　　認証番号：000643

(3)所在地　　 埼玉県飯能市川寺608番地

(4)事業内容　 工業用温度センサーの開発、製造及び販売

(5)事業規模　 従業員数：２１名　　工場敷地面積：1881m２

１．

(1)会社名　 株式会社 誠計器 飯能工場

(2)代表者　　　 代表取締役社長　川村英男

2022 年度



(１)

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

化学物質は使用量が少ないため数値目標は設定しない。

５．

市場クレーム

社内不良

加工ロス

３． 環境経営方針
環境理念

当社は、工業向け温度センサーを開発・製造・販売する企業として、温度制
御・管理に供する産業・生活・自然の全領域で地球環境課題と強い関わりを持
つとの見解に立ち、環境保全に貢献できる事業推進に取り組むことが当社の社
会的使命と認識し、自主的かつ積極的に環境保全に取り組みます。

行動指針

　当社はエコアクション２１環境経営システムにより、社会・環境・経営に役
立つように推進します。

地球温暖化対策として、ＣＯ２削減に取り組みます。

限りある資源を有効使用するため、リサイクルと廃棄物削減に取り組みます。

製品に関する化学物質管理を徹底し、安心して使用できるものを提供します。

生産性の改善により、効率を向上させて環境負荷を低減します。

環境関連法規等を順守し、使用する部品は全てROHS対応品を使用します。

2021年5月20日

株式会社 誠計器

環境経営の継続的改善に取り組みます。

　代表取締役社長　川村英男

４． 中期環境経営目標

方針 項目 単位

２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

0 50%

基準値 目標値
基準値比

％
目標値

基準値比

％
参考値

330 0%

32 25%

基準値比

％

件 1 0 50% 0 50%

12%

件 236 118 50% 59

件 130 65 50%

25% 29 12%

納期遅延 件 0 0 0% 0

文書化（生産性向上） 件 12 12 0% 12

0%

0% 12 0%

0% 40619 0%

0% 0

16

課題とチャンス

　・ 営業計画による販売
　・ 提案型製品の販売

課題 チャンス 環境経営方針

　　　環境ロスの削減　　
　・ 顧客満足度向上で
　　市場拡販
　・ 自社図面による製品展開

　・ 市場不具合の削減
　・ 社内不良撲滅の推進

　　　生産性の向上 （設備、材料、歩留）
　・ 新規顧客、完成品、
　　  　　材料購入先の拡大
　・ 売り上げの拡大

kg-CO2 40619 40619

ｋｇ 330

L 186 186 0% 186

0% 40619

0% 186 0%

330 0% 330 0%

CO２排出量

廃棄物削減

水使用量



2022

方針 活動事項 担当者 目/実

作業者 前年実績

累計実績

件数 増加率

作業者 前年実績

累計実績

件数 減少率

作業者 前年実績

累計実績

件数 減少率

作業者 前年実績

累計実績

件数 減少率

作業者 前年実績

累計実績

件数 達成率

電力＋ガソリンの使用量前年維持 統括 前年実績

当期実績

作業者 前年実績

作業者 当期実績

管理者 前年実績

作業者 当期実績

作業者 前年実績

作業者 当期実績

作業者 前年実績

当期実績

100.00% 200.00%

電力
使用量

0 0 1 0

基準・手順書作成
バラツキムダ・やり直しムダ

認識共通

信頼低下、再作ムダ
 調査時間ムダ・顧客対応ムダ

経費ムダ　等の削減

市場クレーム
「0件」

加工ロス
「118件」

 ６.　環境経営目標と計画兼フォロー表

年度

4 2

再作ムダ・材料ムダ
作業時間ムダ・経費ムダ

等の削減

再作ムダ・材料ムダ
作業時間ムダ・経費ムダ

等の削減

200.00%

1 2

400.00%

社内不良
「65件」

41 39

27 22

65.85% 56.41%

23.0

0

57 34

43 44 15

23.0

100.0 70.0

書類番号:210520-02-12

作成年月日：２０２１年６月1５日

0.491
電力の

排出係数

信頼低下、輸送費ムダ
出荷調整ムダ　等の削減

0

0.00%

73 72

作成

0.00% 0.00% 0.00%

0 0

0

0.00%

0

0

検認

鈴木

承認

岡田

58.90%

35 30

24

107.14%159.09%

目標の
達成状況

活動状況の
評価

合計6件の社外クレーム発生
原因不明の内容もあるが
確認不足が原因の内容も多く見られる

前半の注意から確認不足の不具合は減少し1件
原因不明2件と合計9件の社外クレームが発生
したが全て対策は実施済み

23.0

27.0 25.0 27.0 24.0

前半６カ月後（10月）に統括責任者が記入 １年経過後(4月）に統括責任者が記入

100.0

80

22 28

80 70

157 133 118

19,703

32.0 27.0 27.0 26.0 28.0

29,861

115

26,526

90

70.0

355 88 31 11

24,257

10,701

16,621 21,194 19,727 27,784

43,017

0

５～７月 ８～１０月 1１月～１月 ２～４月

0 0 0

61.11%

0

2 0

0.00%

0

200.00%

70.59%

0

ガソリン
使用量

廃棄物
排出量

21,573

0.00%

株式会社　誠計器

池上

9,853 13,642

18,159 21,230

文書化
(生産性向上）

ＣＯ２排出

削減

26.32%

29,946

水使用量

前年維持（生産、売り上げ等、原因の
分からない数値上昇の場合

原因を調査）

営業車は営業活動中心に使用する為
使用量に制限は設定しない

前年維持（生産、売り上げ等、原因の
分からない数値上昇の場合

原因を調査）

前年維持（生産、売り上げ等、原因の
分からない数値上昇の場合

原因を調査）

納期遅延「0
件」



   ７．遵法性チェック結果記録２０２２年度

法規名 遵守事項 評価

契約 収集業者と処分業者と個別に契約。 ○

Ｂ２、Ｄは90日以内、Ｅは180日以内に戻り ○

マニフェストを5年間保管 ○

毎年マニフェスト報告書の提出。6月に提出 ○

廃棄物の種類、管理者名、保管量の表示 ○

飛散、流出、悪臭等の防止 ○

資源有効利用法 ○

自動車リサイクル法 -

家電リサイクル法 家電品を廃棄するときに料金を支払う。家電リサイクル券 -

業務用冷却機器の廃棄時には登録の回収業者に引き渡す -

フロンマニフェストを交付し、廃棄後3年間保管する -

3カ月に１回フロン類の漏れの簡易点検 ○

７．５Kw以上のエアコン等は定期点検（３年に１回） ○

修理点検記録を機器の廃棄まで保管 ○

※法令遵守状況確認・法令の改正状況確認日　　　2021年　4月27日

※法令違反や関係当局より違反等の指摘はありません。

   ８．社長による評価・見直しと指示記録

池上

総括

社長

環境経営方針の変更 無し

環境経営目標及び
環境経営計画の変更

無し

実施体制の変更 無し

   ９．次年度の目標と取組
　基本的には中期環境経営目標に則り、当年度の環境経営目標を設定します。また、取組は前年度の取組を
踏襲しますが、「社長による改善指示記録」の内容を考慮します。

問題点と要改善点

受注量・生産量の減少（15％程度）に対してCO2排出量も約10％下がっている
ので前期と比較し成果は横ばいの結果と捉える。作業の空き時間が生まれても
工場のランニングコストは掛かり続けるので、見合った仕事を確保する事。結果
として相対的にムダコスト（エネルギー）が減少する。

指示事項

上記を踏まえ、受注する仕事量の必達目標を掲げ達成するために何が
必要か検討実践する事。また工場稼働時間では自分の作業範囲を超え
てどう役に立てるか真剣に考える事。改善意識で事業を健全化し、連動
して環境保護活動につながれば更に良い。

グリーンパートナー契約

①環境管理システムに取り組む、
②地球温暖化対策に取り組む
③部材に含まれる化学物質の確認（化学物質管理　対象品
一覧の見直し/年1回）

○

「環境経営目標と環境経営計画兼フォロー表」、「環境コミュニケーション記録」、
「遵法性チェック結果記録」を基に、社長と総括責任者が話し合い、１年間の活動を振り返えった。
ＥＡ２１システムが有効に機能しているか、効果を挙げているか反省した。その結果をまとめます。

廃棄物処理法、市町
廃棄物処理と再生処

理条例

マニフェスト

保管

(廃ＰＣ，金属くずの回収）

自動車リサイクル券、廃車時に自動車引取業者に渡す

フロン排出抑制法

廃棄時

点検


